
SAS (SAS Enterprise Guide) 使用方法 

(１因子(１種類のデータ)の概要を見る 

～データをまとめる～) 
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(1) ヒストグラムおよび、累積度数分布の確率プロットの表示 
1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [記述統計]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [分布]

をクリックする。 

 

 

3) 新しいウィンドウが開くので、ヒストグラムや累積度数分布の確率プロットを表示する

変数を「変数リスト」の下のリストから選んでクリックする。そして、その右隣りにある

右向き矢印のボタンをクリックし、新たに表示されたメニューから「分析変数」をクリッ

クする。 

 

4) 右の「タスクの役割」の下の「分析変数」の下に、選択した変数名が表示されているこ

とを確認する。 

5) 左端のメニューから「分布」の下の「正規分布」をクリックし、新たに表示された右側

の画面で、「正規分布」の前のボックスにチェックを入れる。 
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6) 左端のメニューから「グラフ」の下の「表示」をクリックし、新たに表示された右側の

画面で、「ヒストグラム」と「確率プロット」の前のボックスにチェックを入れ、下にあ

る「実行」ボタンをクリックする。 

 

7) 画面に「分布」の分析結果が表示されるが、最下部にヒストグラムおよび、累積度数分

布の確率プロットが表示されている。 

8) 最下部に下図のような累積度数分布の確率プロットがあるので、青い正方形のプロット

が、左下から右上に伸びている黄色い直線上に乗っているかどうかを確認する。 
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 青いプロットが黄色い直線上にほぼ乗っている場合は、この変数(データ)は正規分布し

ていると判断してよい。もし、青いプロットが黄色い直線から大きくずれている場合は、

この変数は正規分布していないと判断できる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 代表値とばらつき(散布度)の求め方 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [記述統計]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [要約統

計量]をクリックする。 

 

3) 新しいウィンドウが開くので、代表値とばらつき(散布度)を求める変数を「変数リスト」

の下のリストから選んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンを
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クリックし、新たに表示されたメニューから「分析変数」をクリックする。 

 

4) 右の「タスクの役割」の下の「分析変数」の下に、選択した変数名が表示されているこ

とを確認する。 

5) 左端のメニューから「統計量」の下の「基本」をクリックし、新たに表示された右側の

画面で、求める統計量の前のボックスにチェックを入れる。 

(注; 「オブザベーションの数」(データ数)と「欠損値の数」には必ずチェックを入れ

る。分析するデータが正規分布している場合は、「平均」と「標準偏差」または「分

散」を求める) 

 

6)「中央値」と「四分位数」を求める場合は、左端のメニューから「統計量」の下の「パー

セント点」をクリックし、新たに表示された右側の画面で、「25%点」と「Median」と「75%
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点」の前のボックスにチェックを入れる。 

 

7) 必要な「代表値」と「ばらつき(散布度)」の設定が完了したら、下の「実行」ボタンを

クリックする。 

 

(補足 1; 上記の分析方法では、「最頻値」は求められない。このため、最頻値を求める必

要がある場合は、「(1) ヒストグラムおよび、累積度数分布の確率プロットの表示」

の方法を行うと、結果の上部の表に、最頻値が表示されている) 

 

(補足 2; 上記の分析方法で得られた計算結果で、数字の全ての桁を使用してはいけない。コ

ンピュータの計算は、元のデータの精度を考慮に入れないため、無駄に桁数が多くな

ります。計算結果の数値は、元のデータの桁数に基づき、適切な桁数の数値のみを使

用しましょう。具体的には、元データの桁数と同じ桁数だけ使用するのが通常の設定

方法です(元データが小数点以下１桁までのデータなら、計算結果は小数点以下２桁目

を四捨五入して小数点以下１桁までの数値を使用する)。何らかの事情で、元データよ

りも多い桁数を設定するとしても、一桁多めにする程度にしましょう。 
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(3) データの関数変換を行う 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [データ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [フィルタ

とクエリ]をクリックする。 

 

3) 新しいウィンドウが開くので、左側の変数のリストから変換する変数を選び、ダブルク

リックし、右側の枠内にその変数が表示されていることを確認する。 

 

 

4) 左上にある「計算列」をクリックする。 
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5)「計算列」というダイアログが開くので、右上の「新規作成」ボタンをクリックし、その

下に新たに表示されたメニュー内の「式の作成」をクリックする。 

 

 

6)「拡張式エディタ」というダイアログが開くので、左中央の「関数」タグをクリックし、

右下の「関数」の下のリストから、変換に用いる関数を選び、ダブルクリックする。 

(例; 対数変換を行う場合は、「LOG」の関数を選択する) 
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7)「式テキスト」の下のボックスに選択した関数が表示されるので、その中の「<numValue>」

をマウスで選択した後、「BackSpace」キーか「Delete」キーで削除する。 
 

 
 

8) 左中央の「データ」タグをクリックし、「変数値」の下のリストから変換する変数を選

んでダブルクリックし、「式テキスト」の下の関数の中にその変数が表示されたことを確

認した後、最下部の「OK」ボタンをクリックする。 

 
 

9)「拡張式エディタ」が閉じて、「計算式」ダイアログに戻るので、左のボックス内に表示

されている「Calculation1」をクリックした後、「名前の変更」ボタンをクリックする。 
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10) 変換後の変数の名前を適当に入力した後、「閉じる」ボタンをクリックする。 

 

11) 新しい変数名が、変換する変数の下に表示されていることを確認した後、「実行」ボタ

ンをクリックする。 

12) 変換前のデータと変換後のデータの表が表示されるので、これらを用いて、「(1) ヒス

トグラムおよび、累積度数分布の確率プロットの表示」で正規分布の確認を、「(2) 代表

値とばらつき(散布度)の求め方」で代表値とばらつき(散布度)を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 度数分布表の作り方 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [記述統計]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [一元度

数表]をクリックする。 
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3) 新しいウィンドウが開くので、度数分布表を作成する変数を「変数リスト」の下のリス

トから選んでクリックする。そして、その右隣りにある右向き矢印のボタンをクリックし、

新たに表示されたメニューから「分析変数」をクリックする。 

 

4) 右の「タスクの役割」の下の「分析変数」の下に、選択した変数名が表示されているこ

とを確認する。 
 

5) 左端のメニューから「統計量」をクリックし、新たに表示された右側の画面で、「度数

とパーセント」の前の丸をクリックしてマークを付ける。更に、その下の「欠損値」で「１

つのカテゴリーとして集計する」にもチェックを入れる。 

(注; 分析する内容によっては、欠損値を集計する必要が無い、あるいはしない方が

良い場合もあり、その場合は、上記の「欠損値」の項目にはチェックは入れない) 
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6) ヒストグラムも作成する場合は、左端のメニューから「グラフ」をクリックし、新たに

表示された右側の画面で、適切な棒グラフを選択する。 

 

7) 全ての設定が完了したら、最下部の「実行」ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) データの再分類 

1) SAS Enterprise Guide を起動し、使用するデータの表が表示されている状態まで進める。 

2) 上部メニュー内の [データ]をクリックし、その下に表示されるメニュー内の [フィルタ

とクエリ]をクリックする。 
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3) 新しいウィンドウが開くので、左側の変数のリストから再分類する変数を選び、ダブル

クリックし、右側の枠内にその変数が表示されていることを確認する。 

 
 

4) 左上にある「計算列」をクリックする。 

 

 

5)「計算列」というダイアログが開くので、右上の「新規作成」ボタンをクリックし、その

下に新たに表示されたメニュー内の「列の再コード化」をクリックする。 

 

 

 13



6)「項目の選択」というダイアログが開くので、「項目の選択」の下のリストから再分類す

る変数をクリックし、最下部の「継続」ボタンをクリックする。 

 

 

7)「列の再コード化」というダイアログが開くので、もし、新しい変数名を付ける場合は、

「新しい列名」の右横のボックス内の名前を変更する。次に、その下の「追加」ボタンを

クリックする。 
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8)「置換の指定」というダイアログが開くので、中央右にある、「値の取得」ボタンをクリッ

クする。 

 

 

9) 新しいダイアログが開くので、データ値のリストからどれかの値をクリックし、「OK」

ボタンをクリックする。 

 

 

10)「置換の指定」ダイアログに戻るので、「この値で置き換える」の下のボックスに再分

類後の値を入力し、最下部の「OK」ボタンをクリックする。 
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11) 7)～10)を繰り返して、再分類前の値と再分類後の値を全て設定する。 

例) 例えば、「A」「B」「C」を「0」に、「D」「E」を「1」に再分類する場合は、

最初に 9)で「A」を選んだ後、10)で「0」を入力、 

次に 9)で「B」を選んだ後、10)で「0」を入力、 

更に 9)で「C」を選んだ後、10)で「0」を入力、 

その次に 9)で「D」を選んだ後、10)で「1」を入力、 

最後に 9)で「E」を選んだ後、10)で「1」を入力する 

12) 全ての設定が終了したら、「列の再コード化」ダイアログの最下部の「OK」ボタン

をクリックする。 

13)「計算列」ダイアログに戻るので、最下部の「閉じる」ボタンをクリックする。 

14) 最初のダイアログに戻るので、最下部の「実行」ボタンをクリックする。 

15) 再分類前のデータと再分類後のデータの表が表示されるので、これらを用いて、「(4) 度

数分布表の作り方」に従い、度数分布表を作成する。 
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